
資料３ 
 

⼦供⾷堂と連携した地域における⾷育の推進活動事例集の作成について 
 
 
１．⽬的  

 ⾷を取り巻く社会環境が⼤きく変化する中で、多様な暮らしに対応した共⾷の機会を提供する
取組として、全国において「⼦供⾷堂」が増加している。これらの活動の中では、多様な団体が担
い⼿となり、地域の関係者等と連携しながら、⾷育も含めた様々な取組が⾏われている。 

これを受けて、有識者等からなる「⼦供⾷堂と連携した地域における⾷育の推進活動委員
会」（以下、「委員会」という。）を開催し、アンケート調査及びヒアリング調査の実施により実態
を把握して、⼦供⾷堂と地域とが連携して⾷育に取り組む事例集を作成し、普及啓発を⾏う。 
 
 
２．委員会構成員  

⾚松 利恵 お茶の⽔⼥⼦⼤学 基幹研究院⾃然科学系 教授 
⼩嶋 昭信 堺市⼦ども⻘少年局⼦ども⻘少年育成部⼦ども企画課 

主幹 兼 企画調整係⻑ 
釜池 雄⾼ こども⾷堂ネットワーク事務局 事務局⻑ 
栗林 知絵⼦ NPO 法⼈豊島⼦ども WAKUWAKU ネットワーク 理事⻑ 
富澤 素⼦ 全国学校⾷育研究会 顧問 

○村⼭ 伸⼦ 新潟県⽴⼤学 健康栄養学科 教授 
 
○座⻑ （敬称略、五⼗⾳順） 

 
３．スケジュール  

平成 29 年 
９⽉〜12 ⽉ 

委員会開催、アンケート調査及びヒアリング調査を実施、事例集案を検討 
平成 30 年 

２⽉ 17 ⽇ セミナーを開催 
３⽉中下旬 事例集を作成・公表 


